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【特殊技術・特殊装置】 

１. 病原体を安全に取扱う技術および装置の取り扱い 

２. ウイルスの分離と、in vitroでの感染、複製能の解析 

３. ウイルス遺伝子検査、遺伝子配列の解析 

４. ヒト T細胞の長期培養と免疫応答の測定 

５. フローサイトメトリーによる細胞機能の解析手法 
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